
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１－１.教育環境の充実 

 ①小学校の大規模改修 

 ②小中学校のグラウンド整備 

③校務支援システムの導入 

1―２.地域の教育人材を活用して学力向上を図る 

①わくわくドラム（基礎基本定着に向けた学習道場）の推進 

②コミュニティースクールにおける地域学校協働活動の実施 

1―３.国際感覚を磨く教育を充実する 

①中学生の海外派遣 

②英検受検助成 

③外国語教育の推進（ALT配置） 

④外国人との国際交流活動（ホームステイなど）の推進 

1―４.個に応じた学習を支援する 

①学校支援教員、学習サポーター等の配置 

1―５.子供たちの興味・関心を高めるＩＣＴ教育の推進 

①学力向上につなげるＩＣＴ教育の推進 

②タブレット端末活用による効果的授業の実施 

1―６. 学校公開研究会の実施 

①国・県・町研究指定校の設定 

②学校間授業参観の実施 

徒歩圏内（1Km）役場・病院・

スーパー・郵便局・交番な

どが点在している。 

①子育てしやすい環境づくり 

●合計特殊出生率のアップ 

H29：1.06 人 ⇒ R6：1.24 人 

●保育所待機児童数 

  R1：4 人   ⇒ R6： 0 人 

●キッズランドの延べ利用者数 

  H30：13,726 ⇒ R6：14,400 人 

戦
略
で
の
取
り
組
み 

結婚、妊娠・出産・子育てが安心して出来る町づくりを行い、「子育て環境が充実している町」と言われ、子育て世代が集まるまちづくりを進める。 

さらに、子どもたちの学力が向上し、国際化等の社会に対応できる能力を有する教育環境づくりを進める。 

 

子育てがしやすい元気な栄町づくり 

目
的 

１．妊娠・出産時等に安心して子育てができる環境

をつくる 

現
状
と
課
題 

●犯罪認知件数 

  H30：89 件 ⇒ R6：55 件 

●交通事故件数 

  H30：23 件 ⇒ R6：23 件 

２－１．保育所整備を支援する。 

①保育所運営事業者等による整備に伴う支援と

誘導 

２－２．待機児童を出さない保育士確保支援を充実

する。 

①保育士の処遇改善支援  

②保育士の転入者支援    

③保育園の雇用促進助成 

２－３．子育て世帯の経済的負担を軽減する。 

①子ども医療費（高校生まで）の助成 

②第３子以降給食費の無償化 

２－４．子育てに関する人と人との相互援助活動を 

サポートする。 

①ファミリー・サポートセンターの設置 

２－５．児童等に対する支援を推進する。 

①病児病後児保育の実施（小学３年生まで） 

②放課後児童クラブの運営 

③小児科の誘致 

【現状】 

１.未婚率が県内でも高い。（男 61.3％：1,055 人/1,721 人 女 50.1％：811 人/1,619 人） 

※Ｈ27 国調：対象者 25 歳～39 歳（国の統計方法） 

２.待機児童が毎年発生している。（Ｈ２９：１０人、Ｈ３０：６人、Ｒ元：４人）  

３.平成３０年では、事件・事故が県内で一番少ない実績を有している。 

４.小中学生の学力考査の結果については、県内平均程度で、国際理解教育を進めている。 

【課題】 

１.男女の出会いの場が少ない。 

２.保育園の定員の増加に対し、保育士確保がしにくい→待機児童の発生 

３.子どもたちが事故や犯罪に遭うケースが全国的に生じている。 

４.教育施設が老朽化するとともに、ＩＣＴ教育などの環境整備や教師の働き方改革対応が必要となっている。 

  ③子どもの学力が向上する学校づくり 

１－１．子どもたちを犯罪・交通事故から守る環

境を充実する。 

①通学路への防犯カメラの設置 

②セーフティーアドバイザーによる町内巡回

活動の実施 

③各家庭による GPS を利用した見守り活動の

推進 

④防犯灯の増設及び照度のアップ 

⑤各地区へ通学路監視員の配備 

⑥安心して遊べる公園整備の推進 

１－２．子どもたちを交通事故から守るため危険

箇所を改善する。 

①通学路整備の推進  

②交差点への飛込み防止柵の設置 

町内危険箇所 ２2 カ所 

●県標準学力テストの県平均を上回った各学年教科数の割合 

 H30：小・中学校各学年実施全教科 71％ ⇒ R6：85％ 

●中学校在籍時までの英検３級合格児童・生徒の割合 

 H30：中学３年生 41％ ⇒R6：60％  

●タブレットを使った授業数 

 H30：小・中学校 0件 ⇒ R6：250 件 

２．保育ニーズに対応した子育て環境を 

つくる 

１．分かる・できる喜びを感じることができる学習

を通して、学力向上を目指す 

１－１．出会いの場をつくる。 

①結婚支援の市町村連携・企業連携を進める。 

１－２．出生率を上げていく。 

①男性の家事・育児参画を推進（パパの育児応援塾の充実） 

②不妊に関する総合的な支援（相談、治療費の助成） 

③出産祝金の支給  

④産科の誘致 

１－３．妊娠・出産時等にきめ細かな支援を行う。 

①子育て世代の包括支援（子育て包括支援センターでの総合

相談） 

②妊婦ヘルパー派遣 

③産後ケア（出産後の心身のケア等） 

④マタニティ・乳児タクシー利用助成  

⑤産婦健診費用の助成 

１－４．子育てや育児を楽しく行える場を充実する。 

①キッズランドの利用促進（開所時間の拡大等） 

②出張キッズランド（竜角寺台地区・布鎌地区で開始） 

 

子育て支援の成果を発信することよって子育てしやすい栄町をＰＲ（ＩＣＴ、ＡＩの活用） 

１．子供たちが犯罪や事故に遭わない

環境をつくる 

②子どもが安心に暮らせる環境づくり 

 総合戦略概要版 


